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情報を得ることを目的とする。具体的には、用途区分の異なる 5 地点において 30 分間隔
で 7 年間収集した観測データを用いて、欠損値補完を施した上で、マルチレベル分析、独
立成分分析、時系列分析、ベイズ推定による修正マルコフ状態転換モデル等により、環境
指標の特性に応じて単位時間を変えながら時間変動を統計的に分析する点に特徴がある。 
 論文は全７章で構成されている。第１章の序論と第２章の既往研究レビューに続き、第
第３章では途上国都市では不可避であるモニタリングデータの欠損値問題をEMアルゴリ
ズムの適用により補完・修正した。第４章はマルチレベルモデルを適用し時間的・空間的
変動とその影響要因を計測した。第５章は、前章の結果を受けて大気質の時間変動分布に
焦点を当て、独立成分分析（ICA）により汚染のピークパターンを５つの原因成分に分解
した。また状態空間モデルにより時系列変化に及ぼす影響要因の特定を試みた。第６章で
は大気質の短期将来予測の可能性について検討した。ICA分解分布を説明する古典的時系
列モデル（AR、ARIMA）、ベイズ推定による修正マルコフ状態転換モデル、説明変数を
主成分因子に変換した一般化最小二乗モデルを適用し、これらのモデルの予測能力を比較
した。最後に第７章で研究成果をまとめ、本分析手法の限界、今後の研究課題や政策立案
への発展性について展望を示した。 
 申請者はこれまで本論文に関連して、査読付き学術論文３編を公表している。 
 以上、審査の結果、途上国都市特有の課題に取り組む研究の適時性と発展性が高いこと
から、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与されるに十分な資格があるものと認めら
れる。 
 
